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　　　　交通安全教室
　5月1日囲、南小学校で交通安全教室が開
催されました。

　毎朝交差点に立って立哨指導してくださっ
ている交通指導員さんや、熊谷警察署のかた
の指導1弓、子供たちは真剣に取り組んでいま
した。

／998

人口　12，731人　＋1（男6，246人　女6，485人）

世帯　3，862世帯＋20　　　（5月1日現在）



はじまる（6月1日～7日）

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
す
ぐ
き
れ
い
な
水
が
出
て
く
る
生
活

に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
と
も
す
れ
ば
水
の
大
切
さ

を
忘
れ
が
ち
で
す
。

　
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
六
月
一

日
か
ら
一
週
間
全
国
一
斉
に
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
水
道
の
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「

湯
水
の
よ
う
に
使
う
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

「
湯
水
」
と
は
、
ど
こ
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
の
た
と
え

で
、
無
駄
使
い
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
く
ら
で
も
、
き
れ
い
な
水

が
出
て
く
る
の
で
水
の
あ
り
が
た
さ
を
あ
ま
り
考
え
ず
に
暮

し
て
い
ま
す
。
で
も
地
球
に
は
地
下
水
を
含
め
て
河
川
や
湖

沼
と
し
て
存
在
す
る
「
使
え
る
水
」
は
地
球
上
の
水
の
わ
ず

か
憾
％
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
水
は
人
類
み
ん
な
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
で
き
る
だ
け
大

切
に
使
う
た
め
、
家
庭
の
中
で
、
こ
ん
な
ふ
う
に
工
夫
し
て

み
ま
し
よ
う
。

＼
「
緕

皿

亀
様
迂

κ

璽

覇鯉灘聾覇灘

　お皿は、水を流しっ

ぱなしで洗うのでなく

桶に水をためて洗いま

しよう。

轡鶏、

毒
“

麟継

　歯をみがく間は水を止

めましょう。1分間チョ
ロチョロ出しっぱなしだ

と1回の歯みがきで3②
以上無駄になります。

　残り湯は流してしま

わないで、洗たくや掃

除の水として利用しま

しよう。

餌く

　洗たく物は、まとめて

洗うようにしましょう。

　洗剤は適量を守りまし

よう。
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b
《

ら，

轍義》

　少しでも水を節約する

ためトイレの水タンクの

中に、水を入れてふたを

したベットボトルを沈め
る。節水コマ

　水の使い過ぎを防ぐ

ため蛇□に節水コマを

つけましょう。節水コ

マは水道課で無料で差

しあげています。　　　ふつうのコマ

　
特
に
使
用
状
態
が
変
わ
っ
て
い
な
い

の
に
使
用
水
量
が
増
え
て
い
る
と
き
は
、

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、
メ
ー

タ
i
器
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
メ
ー
タ
i
器
の
左
下
の
銀
色
の

星
が
回
っ
て
い
た
ら
漏
水
で
す
。

　
早
目
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

メーター器

こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

　
次
の
よ
う
な
時
は
必
ず
水
道
課
へ
お

届
け
下
さ
い
。

◎
水
道
を
使
い
始
め
る
時
や
、
水
道

　
の
使
用
を
止
め
る
時

◎
長
期
間
水
を
使
用
し
な
く
な
る
時

◎
水
道
の
使
用
者
又
は
所
有
者
が
変

　
わ
る
時

水
道
課
で
は
、
水
道
料
金
算
定
の
た

め
、
検
針
員
が
み
な
さ
ま
の
お
宅
に
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
下
さ
い
。

家の増改築などで水道メーター

が床下や屋内になるときは、屋

外の見やすい場所に移してくだ
さい。

　　　　　メーター
　　　　　ボックス

水道メーターボックスの上には、

物を置かないでください。

犬は放し飼いにしなL、で、出入
口や水道メーターボ’ソクスか5
離してつないでください。

　
井
戸
水
は
、
化
学
物
質
や
雑
排
水
な

ど
の
汚
染
を
う
け
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

飲
む
場
合
に
は
十
分
注
意
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
正
し
い
井
戸
の
管
理
を
す
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

定
期
的
（
一
年
に
一
回
）
に
水
質
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
水
質
検
査
は
、
熊
谷
保
健
所
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
井
戸
の
囲
り
に
、
水
を
汚
染
す
る
よ

う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
井
戸
に
は
棚
や
鍵
を
か
け
、

い
た
ず
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。　

き
れ
い
に
見
え
る
井
戸
水
も
、
目
に

見
え
な
い
細
菌
が
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
細
菌
の
中
に
は
食
中
毒
や
感
染
症

を
起
こ
す
病
原
菌
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
飲
用
す
る
と
き
は
消
毒
設
備
を
付
け

消
毒
の
効
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
に
異
状
が
あ
っ
た
時
に
は
、
水
を

飲
む
の
を
や
め
て
、
す
ぐ
に
保
健
所
へ

相
談
し
て
下
さ
い
。
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濃魯毯囎殴屋琶⑳寧翻①銀磯尉嘘圓＆＠
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水道事業者

（水道課）

請申 指定

指定給水装置

工事事業者

給水申し込み

検査

β蔚、払

お客様
（水道使用者）

墓準適合品の

注文・講入

製造業者
給水装一任技術者　鵬1（ll響示品

給水装置工事
主任技術者　　 国

国家資格　　　　水道法等

給水装置の構造及び

材質墓準

給水装置の工事は、水道事業者（水道課）が指定した指定給水装置■事事業者が施行します。

現在町で指定している業者は次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成10年5月1日現在）
指定
番号

会　社　名 代表者名 住　　　　所 指定年月日

1 ㈱光栄建設
代表取締役社長

松本　重　雄 江南町大字須賀広59 H10．4．1

2 ㈱コバヤシ
代表取締役

小　林忠　夫 〃　　板井1037－4 〃

3 ㈲松本設備
代表取締役

松　本和　文
〃　　ノ」・江川2117－3 〃

4 ㈲加藤ポンプ店
代表取締役

加　藤　定　夫 〃　　千代411－15 〃

5 ㈲笠原設備工業所
代表取締役

笠　原　晟　吾 〃　　上新田411 〃

6月の当番日 指定給水装置工事事業者 電話番号

1　●　6　●11　●16●21　・26 ㈲笠原設備工業所 36－3662

2　●　7　●12●　17●22　・27 ㈲松　本　設　備 36－5177

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

4　・　9　・14・19・24●29 ㈱光　栄　建　設 36－1052

5　●　10●　15　●20●25　●　30 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事業者または、

当番の指定工事業者へ

お願いしてください。
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個人町県属税の特別誠税につ“で

　平成10年度分個人町県民税の特別減税が実施されます。

◎　減税額（所得割額が上限）

　　　　　　　　納税者本人　　　　　　　　　　　　　　　　17，000円

　　　　　　　　配偶者・扶養親族（控除対象者〉1人につき8，500円

　　　　　　　　例：夫婦子2人の標準世帯では　　　　　　42，500円

　※　減税額は10年度の個人住民税の所得割額のみとなりますので、均等割額については特別減税は実施されませ

　　　ん。　（均等割額のみのかたも実施されません。）

◎実施方法

　・給与所得者（特別徴収のかた）

　　平成10年6月分は徴収せず減税後の額を7月から平成11年5月までの11ヶ月で徴収します。

　・年金受給者、事業所得者（普通徴収のかた）

　　平成10年度第1期分の納付額から控除します。　（控除しきれない分については、第2期以降順次控除します。）
　　また、第1期分1こつし、ては通常6月末日が納期限です力坪成1。年度分1こ限り7月31日が納期限となります．●

人
権
擁
護
委
員
制
度

を
こ
存
知
で
す
か
？

　
「
六
月
一
日
」
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
人
権
の
普
及
高
揚
が

強
く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
の
尊
重

を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、
昭
和

二
十
三
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人

権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
二

十
四
年
六
月
一
日
に
「
人
権
擁
護
委
員

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
、
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に

よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
が
、
我
が
国
に
お
け
る
人
権
擁

護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
制

度
は
世
界
人
権
宣
言
と
と
も
に
本
年
で

五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
最
近
の
我
が
国
の
社
会
経
済
の
厳
し

い
状
況
と
国
民
の
権
利
意
識
あ
る
い
は

価
値
観
な
ど
の
多
様
化
に
伴
い
、
自
己

の
「
人
権
」
の
み
を
主
張
し
、
他
人
の

「
人
権
」
を
軽
視
す
る
風
潮
が
見
受
け

ら
れ
る
と
と
も
に
、
様
々
な
態
様
の
人

権
侵
犯
事
象
が
数
多
く
発
生
す
る
な
ど

人
権
間
題
は
な
お
深
刻
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

あなたの人権わたしの人権考えよう
●　

こ
う
し
た
中
、
平
成
七
年
か

ら
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

十
年
」
が
開
始
し
、
昨
年
七
月

に
は
同
十
年
に
関
す
る
国
内
行

　
　
動
計
画
が
策
定
さ
れ
、
普

　
　
段
か
ら
学
校
、
職
場
、
家

　
　
庭
、
地
域
社
会
な
ど
様
々

　
　
の
場
面
で
、
人
権
と
は
何

　
　
か
と
い
う
こ
と
を
各
人
が

　
　
考
え
、
人
権
尊
重
の
意
識

　
　
を
高
め
る
こ
と
が
強
く
求

　
　
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
そ
こ
で
、
法
務
省
と
全

　
　
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
　
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、

　
　
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

　
　
い
て
、
改
め
て
考
え
て
ほ

　
　
し
い
と
の
願
い
を
込
め
、

　
　
啓
発
活
動
重
点
目
標
を

　
　
「
考
え
よ
う
　
わ
た
し
の

　
　
人
権
あ
な
た
の
人
権

　
　
ー
世
界
人
権
宣
言
五
十
周

　
　
年
ー
」
と
定
め
、
積
極
的

　
　
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

　
　
い
ま
す
。

　
　
　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福

　
　
な
人
生
を
送
る
上
で
、
最

　
　
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

　
　
分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

　
　
の
人
の
入
権
が
尊
重
さ
れ

　
　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
間
わ
ず
、
人
び
と

が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と

に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で

す
。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん

と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に

努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま

す
。　

町
で
は
江
南
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
次
の
三
名

の
方
々
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

住
所

電氏

話名
住
所

電氏

話名
住
所

電氏

話名

江
南
町
大
字
千
代

　
　
　
一
〇
八
番
地
］

木
村
巳
美

三
六
－
二
二
八
、

江
南
町
大
字
小
江
川

　
　
　
八
七
一
番
地

岡
部
　
弘
行

三
六
1
0
ヒ
七
二

江
南
町
大
字
樋
春

　
　
　
二
五
三
番
地
三

茂
木
優

三
六
ー
二
九
四

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（5）



身近かな話題、ホットなニュース；をお寄せください。

灘騨饗購

トーツ71㌧

　5月9日（土）・10日（日）の2日間、江南町

文化団体連合会の主催による、第2回文

連フェスティバルが総合文化開館ピピア

で開催されました。

　会場は展示部門・ホール部門とにわか

れ、「展示部門」には12団体300点が出品

され、「ホール部門」には16団体220人の

かたが出演されました。

　展示された作品、発表された芸能は、

どれも力作・熱演ぞろいでした。

・警難

雛．雛，．

ロ
『
O
U
8
ω

　5月10日（日）、総合文化会館ピピアで町

廃棄物減量対策推進協議会の呼びかけに

より、フリーマーケットが行われました。

　これは家庭内にねむっている不用品な

どの有効利用を図るとともに物の大切さ

を解かってもらおうと実施されました。

　今回は、6団体が出店をし、多くのお

客さんでにぎわい、売上金の一部は社会

福祉協議会へ寄附されました。

（6）



卜1ビツワス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

　　　　5月3日（柵、子どもの日を前に板井つ

　　　　り愛好会の皆さんの主催により、マスつ

　　　かみ取り大会が行われました。

　　　　午前10時から始まった大会1よ板井地

　　　内の和田川をせき止め行われ、参加した

　　　子どもたちは放流した約50kgのマスをめ

　　　ざし腰まで水につかりながら悪戦苦闘し、

ω　　歓声を上げながらマスを追っていました。

怠

　5月5日（禰のこどもの日に御正新田地

内で、今年で15回目をむかえる子どもマ

スつり大会が行われました。

　農業用水路をせき止め、放流したニジ

マスは約120kg。午前9時に始まった大会

に参加した約300人は、子どもはもちろん、

大人も十分に楽しめた一日でした。

課

　川本町にお住まいの、内騰千恵子さん

と小嶋愛子さんより、町の福祉活動に活

用してくださいと、250万円の寄附が5

月1日にありました。

　この寄附は、川本町で清掃業を営むお

父さんのご厚志によるものです。

　広報5月号の「トピックス」に、プル
タブから車イス1台が寄贈されたニュー
スを掲載したところ、町民の皆さんから
プルタブがたくさん町に寄附されました。
　これは大切に保管して車イスに代えて、
皆さんへの貸し出し用に利用いたします。
　なお、大量に寄附されたかたをご紹介
いたします。

関口　武さん（樋春2074－57）　25kg
杉田恵里さん（巾央3－7－3）　　45kg

蝕獄

（7）
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ち
皿
ら
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健
．
婦
で
す

今
か
ら
実
行
し
た
い
8
0
2
0
運
動

　
今
や
人
生
八
十
年
の
時
代
。
と
こ
ろ

が
歯
の
平
均
寿
命
は
五
十
年
。
な
ん
と

三
十
年
も
の
間
、
歯
の
な
い
人
生
を
送

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
歯

が
二
十
本
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
べ

物
を
お
い
し
く
た
べ
ら
れ
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
八
十
歳
で
平
均
四
本
し
か
歯

一
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
十

分
に
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か

全
身
の
健
康
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

一
そ
こ
で
「
八
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の

歯
を
二
十
本
残
そ
う
」
と
い
っ
た
「
8

0
2
0
運
動
」
が
全
国
的
に
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　「　　で　　属　　一、　　　「　『

訊一主＝み

竃』

　
十
代
や
二
十
代
の
頃
は
、
歯
を
失
う

一
原
因
の
ト
ッ
プ
は
ム
シ
歯
で
す
が
、
三

一
十
代
頃
か
ら
歯
周
病
が
増
え
は
じ
め
、

四
十
代
で
は
歯
を
失
う
原
因
の
八
○
％

一
が
歯
周
病
で
す
。
歯
の
成
人
病
と
い
わ

一
れ
る
歯
周
病
は
、
歯
周
炎
、
歯
ソ
ー
ノ

ー
ロ
ー
な
ど
歯
ぐ
き
の
ま
わ
り
の
病
気

で
細
菌
感
染
症
で
す
。
こ
れ
は
、
歯
ぐ

き
や
歯
周
組
織
が
侵
さ
れ
、
つ
い
に
は

歯
が
ご
っ
そ
り
抜
け
る
怖
い
病
気
で
す
。

へ
」

　
　
　
「
　
マ
　
唱

卵　
　
　
’
η

原
因
は
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
に
た
ま
る

歯
垢
中
の
細
菌
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の

歯
周
病
は
、
む
し
歯
と
違
い
痛
み
が
な

く
気
が
つ
い
た
時
に
は
手
遅
れ
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
歯
ぐ
き
が
赤
く
は
れ
る
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
出
血
す
る
、
冷

た
い
物
や
熱
い
物
が
し
み
る
、
歯
が
グ

ラ
グ
ラ
す
る
、
歯
が
長
く
見
え
る
よ
う

に
感
じ
る
、
口
臭
が
気
に
な
る
な
ど
の

症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
歯
科

医
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

轟
平
、
　

伊

　
歯
周
病
の
最
大
の
原
因
は
、
歯
垢
中

の
細
菌
で
す
。
こ
の
細
菌
を
取
り
除
く

に
は
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
一
番
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
歯
垢
の
た

ま
り
や
す
い
歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
境
目
、
奥
歯
の
噛
み
合
わ
せ
、
す

き
間
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
し
っ
か

り
み
が
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
も
テ
レ
ビ
や
音
楽
を
聞
い

た
り
、
お
ふ
ろ
に
入
り
な
が
ら
時
間
を

か
け
て
み
が
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
歯
ブ
ラ
シ
も
、
清
潔
に
取
り
扱

い
定
期
的
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
歯
周

病
の
予
防
の
中
で
大
切
な
こ
と
は
、
毎

食
後
の
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
、

口
の
中
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
習
慣
づ
け

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
一
生
自
分
の
歯

で
過
ご
し
、
お
い
し
く
食
事
を
し
、
若

々
し
い
顔
ぽ
う
を
保
つ
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
ね
。

㌧
．

：
，
F
昌

　
鵯
一
、
■

』
ー
ン

誌

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
王
催
に
よ
る
春

季
大
会
が
、
四
月
十
九
日
と
五
月
十
日

の
二
日
間
、
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　

十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

大
会
は
、
熱
戦
の
末
、
御
正
ク
ラ
ブ
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
々
決
勝
以

上
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

中
央
ク
ラ
ブ
・
御
正
プ
リ
ン
ス
・
大

　
原
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
板
井
ソ
フ
ト
ク

　
ラ
ブ
・
ズ
ブ
ロ
ッ
カ
・
エ
ラ
ー
ズ
・

　
成
友
ク
ラ
ブ
・
江
南
南
会
・
ブ
ル
ー

　
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
・
野
原
親
睦
会
・
メ

　
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ
・
御
正
ク
ラ
ブ
・

　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

●
試
合
結
果
（
準
々
決
勝
以
上
）

中
央
ク
ラ
ブ

嚢
蒙

　　響讐

薫鋸

（8）
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ズ
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ロ
ッ
カ

エ
ラ
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ズ

プ
ル
ー
バ
ー
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ブ

御
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ク
ラ
ブ

板
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

7



Books

璽
塗

堰廉

＾
，
δ

（
・

おはなし会

・日程　6月13日（土）・27日（土

・場所　おはなしコーナー

・時間　午後2時30分～
・対象　小学校低学年まで

・内容　紙芝居・絵本

　
土
6
1
3
2
0
2
7

一
金
5
1
2
1
9
2
6

ダン
木
4
n
1
8
2
5

レ　
水
3
1
0
1
7
2
4

力の
火
②
9
⑯
2
3
⑳

月6
月
①
⑧
⑮
⑳
⑳

　
日
　
　
7
4
1
8

　
　
　
　
　
1
　
0
乙
　
0
乙

　
時

　
　

　
後

　
午
日

　
～
館

間
時
休

時
9
は

館
前
印

開
午
O

O

　チンギス・ハーンの一族　　華　I　II　　　　　　　イスタンブールから　　　　ベスト・オブ・天声人語
　　槍海への道3　　　　　　　　　　　　　永山則夫著　　船に乗って　澁澤幸子著　　　朝日新聞論説委員室著
　　斜陽万里　4　陳舜臣著　都会で夢破れてホームレス　魅惑の都イスタンブールを　朝日新聞朝刊の「天声人語」
　モンゴル帝国の興隆時代を　の賢人・秋田のもとに集る　船出して、　「ひとり旅の達　のなかから最近7年間の56
　描く歴史小説。寛容さと先　若者たち。死刑執行で衝撃　人」サチコは、黒海沿岸の　編を選び、英訳と原文を紹
　見性に富んだ指導者チンギ　を与えた著者が獄中で書き　トルコの町々へ。　　　　　介しています。
　ス・ハーンの素顔に迫る　　続けた未完の長編大作。

1熱撮総熱墜彗裏2締，晶，亮窒苫き弐t，崖要を鯵薗

　①1～2キロ。　②その人の体重と同じぐらい。　③100～200キロ。　2②歯の表面をおおっているエナメル質は、からだの中
2次のうち、歯と同じく・らいのかたさのものは、どれかな？　　　　　　　　で、いちばんかたい部分だ。ガラスや鉄よりもかた
　①ガラス。　②水晶。　③鉄。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、水晶と同じぐらいのかたさになる。
3大人と子どもの歯の数は、どちらが多いかな？　　　　　　　　　　3①子どもの歯（乳歯）は20本で、大人の歯（永久歯）
　①大人。　②子ども。　③同じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　は・32本だ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人間のからだシリーズより抜粋）

剣
道
教
室

　
四
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の

四
日
間
、
剣
道
教
室
が
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
八
名
は
、
剣
友
会
の
人
た

ち
に
、
基
本
か
ら
指
導
を
受
け
、
充
実

し
た
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

卓
球
大
会

　
四
月
一
九
日
、
第
二
十
回
江
南
町
卓

球
大
会
が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　

近
隣
市
町
村
か
ら
も
多
く
の
参
加
が

あ
り
、
個
人
戦
に
九
十
六
名
、
団
体
戦

に
二
十
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
臼
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

ス
ポ
少
結
団
式

　
四
月
二
十
九
日
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
結
団
式
が
町
民
体
育
館
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
野
球
・
サ
ッ
カ
i
・
ミ
ニ
バ
レ
ー
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
六
単
位
団
の
団
員

た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
入
場
行
進

し
、
式
典
で
は
、
立
派
に
結
団
の
誓
い

を
行
い
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

期
日
六
月
八
日
㈲
・
十
日
㈱
・

　
　
　
十
九
日
働
・
二
十
日
出
・

対場時

象所間

参
加
者

申
込
み

二
十
二
日
帽
（
五
日
間
）

午
後
七
時
～
九
時

江
南
町
民
体
育
館

町
内
在
住
在
勤
者
で
高
校
生

以
上
の
か
た

無
料

六
月
五
日
ま
で
に
教
本
具
女
員

会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（9）
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バドミントン教室

　バドミントン教室をつぎのとおり

開催します。お気軽にご参加くださ
い。

日時6月8日（月）・10日㈱・
　　　19日（金）・20日仕）・22日（月）

時　問　午後7時～午後9時

場所江南町町民体育館
対象町内在住在勤者で高校生以
　　　上のかた
参加費無料
申込み　6月5日までに教育委員会
　　　へお申込みください。

行政・心配ごと相談

　日常生活での困りごとや行政に対

する不満などのあるかたは、お気軽
にご相談ください。

日時6月23日㈹
　　　午前9時30分～正午
場　所　勤労福祉センター

心配ごと・結婚相談

　日常のいろいろな悩みや困りごと

に対し、相談に応じています。秘密

は守りますので、ぜひご利用くださ
いo

日　時　6月9日㈹
　　　午前9時30分～正午

場所勤労福祉センター

江南町教育相談

　教育上の諸間題について相談に応

じています。秘密は守りますので安

心してご利用ください。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　智36－1521内線237

児童手当の受給者のみなさん

　6月は現況届の提出月です

　児童手当を受けている人は、法令

により毎年6月中に児童の扶養状況、
所得などを確認するため、現況届を

提出する必要があります。この届を

提出しないと、受給資格があっても

6月以降の手当が受けられません。

　届に必要な書類は、役場から郵送

いたしますので、必ず提出してくだ
さい。

　前年度所得が限度額以上であるた

め消滅となったかたで、所得の状況

などにより今年度所得要件該当する

と見込まれる場合はあらためて認定

請求書を提出してください。

　くわしくは、役場住民福祉課まで
お間い合わせください。

智36－1521内線225

江南町にお花畑　一見にきてください一

　町では耕作放棄地の農地を所有者

から借り受け、花のある田園オアシ

スとして花のオアシス推進事業に取
り組んでいます。

　借受け面積は5，288m2で、そのう

ち2，351m2については農村婦人健康

教室で、2，937m2にっいては農業青

年会議所で請け負うことになりまし
た。

　熊谷農業改良普及センターの指導

により、農村婦人健康教室では、3

月下旬に“紅花”の種まきを行い1頂

調に生育しています。今後の予定と

しましては、除草作業、支柱立てを

行い、6月下旬には色あざやかなオ

レンジ色の花をのぞかせ花のある田

園風景が広がることと思います。会

員は、紅花染、紅花まんじゅう、紅

花うどんなど多種多様に利用できる

ので楽しみにしています。

　花の最盛期には住民のかたに1日

刈り取りを開放したいと考えており

ますので、ぜひ足を運んでみてくだ
さい。

　また、農業青年会議所では、5月

下旬にヒマワリとワタを定植いたし
ました。

　　　　　　　JAく勧や
　　　　　　　翻正支店
至川本

至
熊
谷
　
　
　
　
　
　 至働谷

藁遭嬢谷書艦線

廊鰯紳社

和田吉野川

　津水曙

松本

医院

　　　　　倉

花のオアシス

推進事業

至小川　　　　　オートザム

セリヤ噺顕

疎あい
センター

県遍鰯谷小川秩父繊
至嬢谷

幽
コ
噛
0
『
ヨ
①
一
剛
0
5

山
桜
な
も
な
き
山
を
飾
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

桜
散
る
草
書
の
手
紙
書
く
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
端
不
三
子

山
桜
散
る
や
羅
漠
の
丸
き
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

大
役
を
果
た
し
文
殊
の
鐘
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

旅
二
日
桜
前
線
追
い
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

野
良
犬
の
す
た
す
た
行
け
り
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

墓
守
り
と
な
り
し
桜
の
大
樹
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

ほ
ん
の
り
と
我
が
町
包
む
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

結
論
に
悩
む
夜
更
け
の
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
　
進

支
へ
木
の
い
く
つ
か
あ
り
て
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

ゆ
ら
ゆ
ら
と
人
の
溶
け
込
む
タ
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
，
と
よ

雪
洞
の
欲
し
校
庭
の
桜
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

去
る
客
を
見
送
る
庭
の
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

あ
り
し
夜
の
琴
の
音
し
の
ぶ
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

（1①
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農林学級（6月）

開催日 内　　　容 時　間

13日（土） 木工トラの型抜き　⑧ 10：00

13日（土） 木エトラの型抜き　⑧ 13：30

14日（日） 農業キャベッの収穫④ 13：30

15日（月） 農業キャベッの収穫O 13＝30

17日㈱ 料理キャベツ料理　O 10：00

19日働 木エスノコ作り　　0 10：00

25日㈲ 料理ジャガイモ料理O 10：00

27日（b 木工ワニの鉛筆立て④ 10：00

27日（土） 木エワニの鉛筆立て④ 13：30

27日（土） 農業ジャガイモの収穫④ 13：30

28日（日） 木工室開放日　　　○ 10：00

28日（日） 農業ジャガイモの収穫④ 13：30

費　用　無料～1，000円

対　象　④＝小学生　O＝一般

　　　㊨二小学生親子
受付・　農林公園管理事務所

問合せ　費83＿2301

花き園芸講座（6月）

開催日 内　　　容 費　用

10日休） ブルーベリーの育て方 1，000円

シリーズ1

12日（翻 ハーブの利用 1，000円

（暮らしへの生かし方）

26日働 農薬の L手な使い方 無　　料

※時間は、午後1時30分

対象一・般
受　付　6月1日午前8時30分から
　　　行います。
問合せ　埼玉県農林公園内　植物振

　　　興センター分室奮83－2841

埼玉県内企業

求人企業合同面接会

　来春、大学、短大、専修学校を卒

業予定の就職希望者を対象に県内企

業による「合同面接会」を実施しま
す。

日　時　6月12日働
　　　13時～16時30分
場所深谷市ビックタートル
その他　深谷会場のほか、川越会場

　　　（6／8）大宮会場（6／10）で

　　　も開催します。
問合せ　埼玉県雇用対策協議会

　　　費048－647－4185　または、

　　　埼玉県職業安定課
　　　奮048－830－4548　までお問

　　　い合わせください。

税務職員（国家公務員m種）募集

　人事院・国税庁では税務職員を募
集しています。

資格昭和53年4月2日から昭和
　　　56年4月1日までに生まれ
　　　たかた
手続き　受験申込用紙の請求先

　　　最寄りの税務署、関東信越
　　　国税局人事第二課及び人事
　　　院関東事務局
　　　受付期間
　　　平成10年6月24日㈱

試験日

～7月1日㈱
申込書の提出先

人事院関東事務局

〒100－0004東京都千代田

区大手町1－3－3
大手町合同庁舎第3号館
平成10年9月6日（日）

　試験種目など詳細については熊谷

税務所盈21－2905までお問い合わせ
ください。

子育て中の母親の

健康づくり教室参加者募集

　　（託児付きの教室です）

　広報5月号でお知らせした「託児

付健康づくり教室」を下記のとおり
開催します。

日時①6月18日㈲
内　容　ソフトエアロビクス

　　　②6月23日（幻

　　　調理実習「おやつづくり」

　　　③7月7日（幻
　　　リラクゼーション
　　　時間はいずれも
　　　午前10時～午前11時30分

場所保健センター
対象2歳～4歳くらいのお子さ
　　　んのお母さん

定員約20名
申込み　保健衛生課奮36－1521

　　　内線311

平成10年度自衛官等募集

　防衛庁では、来春採用予定者の受

付と試験を次の日程で行います。

募集項目 受　　付 試　　験

防衛大学校 10月14日まで 11月14H～15日

防衛医科大学校 10月14日まで 11月7日～8日

航空学生 9月11日まで 9月23日

看護学生 10月13日まで 1（，月29日

・般曹候補
9月11日まで 9月19日

曹候補士
2等陸・

海・空士

男1乙 9月21目まで 91125日又は26日

女チ 9月11日まで 9月28日

※日本国籍を有し平成11年4月1日
雛18歳以上27歳未満の男女　●

　（募集種目により、受付開始日及
　ぴ年齢制限が異なります。）

※問い合わせ、願書・資料請求は、

　自衛隊埼玉地方連絡部熊谷募集事

務所まで

熊谷市末広2－119大石ビル1F

智0485－22－4855
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⑳登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課暦36－1521へ連絡してくださいすこやかさん

　　　　なざ　　さ

岡部凪沙ちゃん魯
平成9年6月24日生

両親醸子1篇江ノ，i

　お姉ちゃんと一緒にブラ

ンコで遊訟のが大好きです。

　いたずらするのだって一

緒だよ。

　元気に明るく育ってネ！

　　　　ゆう　　き

中嶋優希ちゃん禽
平成9年7月8日生

両親｛毒綴千代

　最近ますますいたずらっ

子になった優希。そんな優

希は家族みんなの宝物。

　素直で優しい男の子にな

ってネ。

橋本りなちゃん㊧
平成9年7月9日生

両親儀，畿御正新田

　さいきんやっとつかまり

だちができるようになりま
した。

　元気でおもいやりのある

女の子になってもらいたい
です。
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　　　　じゅん　　せい

横山準星ちゃん⑭
平成9年7月26日生

両親｛要美報三本

　ボクの一番の楽しみは、

食べること。もりもり食べ

て元気いっぱい。っよ一い

男の子になるんだもん。

ちょっと太めが気になるけ

どね………。

我
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▼
作
り
方

①
高
野
豆
腐
は
ぬ
る
ま
湯
で
戻
し
、
二

　
等
分
し
真
中
に
切
れ
目
を
入
れ
ま
す
。

②
絹
さ
や
は
塩
茄
で
に
し
、
人
参
は
型

　
ど
り
し
ま
す
。

③
鶏
ひ
き
肉
に
a
の
調
味
料
を
加
え
、

　
よ
く
練
り
ま
す
。

④
椎
茸
一
枚
と
長
ね
ぎ
と
②
で
残
っ
た

　
人
参
を
み
じ
ん
切
り
に
し
③
に
混
ぜ

　
①
の
切
れ
目
に
詰
め
ま
す
。

⑤
鍋
に
b
の
調
味
料
を
入
れ
、
人
参
、

　
椎
茸
、
④
を
入
れ
、
弱
火
で
約
二
〇

　
分
煮
含
め
ま
す
。

⑥
器
に
盛
り
付
け
絹
さ
や
を
添
え
ま
す
。

埼
玉
県
大
里
郡
江
南
町
役
場
総
務
課

．

伎
み
あ
き
し
我
が
家
な
れ
ど
も
簾
か
な

　
　
　
　
　
　
永
井
荷
風

　
夏
に
な
っ
て
す
だ
れ
を
つ
る
し
た
ら
、

住
み
あ
き
た
わ
が
家
が
な
ん
と
な
く
新

鮮
な
気
分
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
し
ょ

う
。　

夏
が
来
て
、
障
子
や
襖
を
は
ず
し
て

涼
し
い
風
を
入
れ
た
と
き
の
心
は
ず
む

気
分
。
し
か
し
、
最
近
は
そ
の
よ
う
な

実
感
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
は
ク

ー
ラ
ー
を
つ
け
て
、
電
力
需
要
が
は
ね

上
が
る
と
い
う
の
が
、
都
会
生
活
の
実

情
で
す
。

　
「
細
い
竹
」
　
「
割
竹
」
　
「
よ
し
」
な

ど
を
糸
で
つ
づ
り
、
通
風
や
日
よ
け
の

た
め
に
窓
や
間
仕
切
り
に
つ
る
す
も
の

が
す
だ
れ
で
す
。

　
す
だ
れ
は
縄
文
時
代
か
ら
使
わ
れ
て

い
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
万
葉
集
や
源

氏
物
語
、
枕
草
子
に
も
登
場
し
ま
す
。

平
安
時
代
に
は
御
簾
と
い
う
こ
と
で
、

宮
中
や
貴
族
の
館
で
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。　

こ
う
し
た
伝
統
は
大
切
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
六
月
五
日
は
「
環
境
の
日
」
、
六
月
は

「
環
境
月
間
」
で
す
。
地
球
の
温
暖
化

防
止
の
た
め
に
、
環
境
に
負
荷
の
な
い

暮
ら
し
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
す
だ
れ
を
上
手
に
利
用
し
て
風
情
を

楽
し
む
な
ど
も
、
そ
の
一
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

●
巷
四
八
五
－
三
六
⊥
五
…
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